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韓
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
名
古
屋
三

菱
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
第
二
次
訴
訟

（二
〇
■
五
年
提
訴
。
原
告
は
金
英
玉
さ

ん
。
ソ
ウ
ル
市
在
住
、
李
敬
子
さ
ん
。

全
羅
南
道
羅
州
市
在
住
の
二
人
）
の
第
二

回
弁
論
が
、
四
月
二
十
五
日
、
光
州
地

方
法
院
（地
裁
）
で
開
か
れ
た
。

原
告
本
人
へ
の
尋
問

（金
正
熙
弁
護

士
が
担
当
）
で
金
英
玉
さ
ん
が
証
言
し

た
。金
英
玉
さ
ん
は
一
九
二
二
年
生
ま
れ

の
八
五
歳
。
証
言
は
、
名
古
屋
三
菱
ヘ

動
員
さ
れ
た
経
過
か
ら
始
ま
り
、
約
三

十
分
に
わ
た
っ
た
。
（陳
述
書
は
提
出
済

み
）、
要
旨
以
下
の
と
お
り
。

〇
一
九
四
四
年
二
月
、
麗
水
美
坪

含
ミ

ピ
ョ
ン
）
尋
常
小
学
校
卒
業
直
後
に
自

宅
を
訪
問
し
た
郡
庁
職
員
か
ら
、
三
菱

へ
の
動
員
話
が
切
り
出
さ
れ
た
こ
と
。

○

「日
本
へ
行
け
ば
勉
強
が
で
き
る
」

と
煽
る
日
本
人
が
い
た
こ
と

○
反
対
に

「戦
争
、
真
っ
た
だ
中
の

日
本
に
行
っ
た
ら
死
ぬ
」
と
祖
母
ら
か

ら
の
き
つ
い
反
対
が
あ
っ
た
こ
と

〇
三
菱
で
の
労
働
は
、
飛
行
機
部
品

を
ヤ
ス
リ
で
磨
く
作
業
が
毎
日
で
、
学

校
へ
行
く
と
い
う
話
は
嘘
で
し
た
。

○
東
南
海
地
震
と
米
軍
空
襲

（名
古
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★法廷入日の掲示された進行表。勤労挺身隊訴訟の弁論日程は下から二行日に。
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屋
で
も
、
工
場
が
疎
開
移
転
し
た
富
山

で
も
）
時
の
記
憶
は
鮮
明
に
。
焼
夷
弾

で
破
壊
さ
れ
た
ド
ラ
ム
缶
か
ら
飛
び
散

っ
た
油
で
両
腕
を
中
心
に
全
身
に
火
傷

を
負
い
、
死
ぬ
ほ
ど
の
苦
痛
を
経
験
し

た
。○
こ
れ
が
私
の
人
生
を
狂
わ
せ
た
こ

と
。
解
放
後
故
郷
に
帰
っ
て
十
年
余
り

は
、
治
療
に
苦
し
み
、
今
も
傷
跡
が
残

っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
見
ら
れ
る
の

が
恥
ず
か
し
く
、
人
に
会
う
こ
と
に
自

病
室

に
李
金
珠
さ
ん
を
訪
ね
る
高
橋
信
氏
（
左
）

と
小
出
。
（順
天
湾
療
姜
病
院
で
）

信

が
な
く
、

つ
ら

い
思
い
を
続
け
た

こ

と
。○

勤
労
挺
身
隊
を
日
本
軍

「慰
安
婦
」

と
誤
解
す

る
場
合

が
多
く
、
最
近

ま
で

『
日
本

に
行

っ
て
き
た

こ
と
』
自
体

を

絶
対
の
秘
密
に
し
て
き
た
こ
と
。

○
余
生

も
あ
ま
り
な

い
と
思
う
と
、

今

は
過
去

の
こ
と
を
打
ち
明
け
ら
れ

る

よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。

尋
間

の
さ

い
ご
。
金
英
玉
さ
ん
は
促

名
古
屋
の
支
援
者
か
ら
送
ら
れ
た
お
生
産
を
胸

に
お
さ
め
る
李
東
連
さ
ん
（左
）
。
右
は

「
ハ
ル
モ

ニ
と
と
も
に
す
る
市
民
の
会
」
の
鄭
さ
ん
。
（光

州
一

市
の
ご
自
宅
で
）

さ
れ
て
、
裁
判
長
に
向
か
っ
て
、

「被
告
三
菱
か
ら
謝
罪
の
言
葉
と
補

償
が
さ
れ
る
な
ら
、
余
生
を
普
通
に
送

ら
れ
る
よ
う
、
住
ま
い
の
修
理
も
し
た

い
し
、
少
し
で
も
明
日
へ
の
希
望
が
あ

る
日
を
一
日
で
も
多
く
持
ち
た
い
」

と
む
す
ん
だ
。

こ
の
日
、
被
告
三
菱
の
代
理
人
弁
護

士
は
、
原
告
側
の
請
求
趣
旨
変
更

（原

告
李
敬
子
へ
の
支
給
額
を
三
六
〇
万
ウ

オ
ン
か
ら
三
〇
〇
〇
万
ウ
オ
ン
ヘ
の
変

更
）
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
「次
回
の
弁

論
期
日
に
取
り
上
げ
た
い
」
と
主
脹
。

こ
の
日
、
証
言
に
立
つ
予
定
の
梁
錦

徳
さ
ん
は
病
気
の
た
め
出
廷
で
き
な
か

っ
た
。
名
古
屋

『
支
援
す
る
会
』
の
高
橋
共

同
代
表
と
小
出
総
務
が
、
光
州
の

『市

民
の
会
』
の
ス
タ
ッ
フ
ゃ
支
援
者
と
共

に
傍
聴
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

原
告
担
当
、
金
正
熙
弁
護
士
の
話

①

次
の
裁
判
期
日
＝
二
〇
一
七
・
五

・
三
十
、
十
四
時
、　
光
州
地
方
法
院

三
〇
四
号
法
廷

②

次
の
期
日
に
は
特
別
な
事
情
が
な

け
れ
ば
、
弁
論
終
結
の
予
定
。
予
想
だ

が
二
〇
一
七
・
六
末
頃
に
は
判
決
宣
告

が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

③
関
連
事
件
に
対
し
て

一
次
訴
訟
が
大
法
院
で
進
行
中
だ
が
、

各
法
院
に
徴
用
及
び
勤
労
挺
身
隊
被
害

関
連
の
訴
訟
現
況
を
調
査
し
た
と
い
う
。

二
〇
一
七
・
五
に
は
大
韓
民
国
大
統
領

が
新
た
に
選
出
さ
れ
る
状
況
だ
が
、
誰

が
選
出
さ
れ
て
も
朴
種
恵
政
府
よ
り
は

過
去
事
清
算
問
題
に
も
っ
と
期
待
感
を

持
つ
と
見
ら
れ
る
。

④
そ
の
他

名
古
屋
か
ら
届
い
て
い
る
多
く
の
資

料
は
弁
護
士
が
検
討
し
て
い
て
、
必
要

な
部
分
は
裁
判
所
に
提
出
す
る
予
定
。

原
告
ら
の
厚
生
年
金
加
入
記
録
は
琥

出
で
き
な
か
っ
た
が
、
証
言
、
当
時
の

写
真
、
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た
名
前
、
対

日
抗
争
期
強
制
動
員
被
害
者
委
員
会
決

定
文
等
か
ら
、
勤
労
挺
身
隊
動
員
の
事

実
は
立
証
さ
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

2017年  4 405

訪
韓
・傍
聴
の
名
古
屋
支
援
会
／
高
橋
共
同
代
表
ら

順
天
の
李
金
珠
さ
ん
、
光
州
の
李
東
連
さ
ん
に
会
う



日本と朝鮮 (愛知版) 2017年 4月 (405)号

挺身購問題

『答
弁
』
周
辺
の
行
政
文
書
を
開
示
せ
よ

す
で
に
本

「会
報
」
で
何
度
も
お
伝

え
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
朝
鮮
植

民
地
支
配
の
未
だ
癒
え
な
い
傷
跡
の
一

つ
と
し
て
、
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
被

害
者
の
問
題
が
あ
る
。

被
害
者
ハ
ル
モ
ニ
が
強
制
連
行

。
強

制
労
働
を
強
い
ら
れ
た
戦
時
の
被
害
の

み
な
ら
ず
、
戦
後

（解
放
後
）
も
、

Ｉ
日
本
（政
府

・
企
業
）側
の
植
民
地

支
配
の
事
実

。
真
相
の
隠
蔽
に
よ
り
、

Ⅱ
一
九
六
五
年
、
日
韓
政
府
間
の
『請

求
権
協
定
』
に
よ
る

「解
決
」
「決
着
」

視
に
よ
り
、

Ⅲ
韓
国
社
会
に
お
け
る

『挺
身
隊
言

説
』
（軍
慰
安
婦

・
挺
身
隊
女
性
は

「汚

れ
て
い
る
」
と
す
る
言
説
）に
よ
り
、

ハ
ル
モ
ニ
ら
は
永
く
汚
名
被
害
を
被

っ
て
き
た
し
、
今
な
お
被
っ
て
い
る
。

過
去
の
日
韓
関
係
を
投
影
し
た
、
彼

女

ら

の

『
恨

（
ハ
ン
と

は
解

け

な

い

の

か
？
　
解
く
に
は
ど
う
し
た
ら
？

昨

年

七

月
上
旬

、
筆
者

は
、　

一
九

八

八
年

四
月

国
会

で

の
外

務

大

臣
と

厚
生

省

援

護

課
長

の
答
弁

と
関
連

し

て
、
外

務

省

・
厚

生

省

に

『
行

政

文
書

開

示
請

求
』
を
行

っ
た
。

、

こ
れ

に
対

し

て
、
外

務
省

か
ら

は

二

〇

一
六
年

八

月

八

日
か
ら

二
〇

一
七
年

三
月
十

日
に

か
け

て
六

回
に
わ

た

り

五

月
雨
式

に

『
開

示
決
定

等

通
知
書

』

が

届

い
た
。

厚
労
省

か

ら

は

二
〇

一
六
年

七

月

二
六

日
、

い
き
な

リ
ゼ

ロ
回
答

の

『
行

政

文

書

不
開

示
決
定

通
知

書

』

が

届

い
た
。

筆

者

が
両
省

に
開

示
請

求

し

た
行

政

文
書
は
別
記
に
示
す

【
下

段

参

照

】
　

・

開

示
請

求

の
ね

ら

い
は
次

の
よ

う
な 小出 裕

外務省、厚労省に
開示請求した行政文書

外務 省 ・ 行 政文 書 開示 申請先 あ て

象 言曽 瑾醤 途 璽画 5を 二 詈 量 2膚 多堂 炉讐 曇 重霞 曇
以 下 の通 り、請 求 します 。

一 、 草川 昭三議 員 の質 問案 に 関 して 、事 前 に な さ
れ た で あ ろ う調 査 に あ た り、 関係 方 面 〈厚 生省 、愛

駕
『
昏 争 F祟蒲 ■裂 鍵 ♭ Fttfll等

)と っ 、

二 、 と りわ け草 川議 員 の強調 した、 韓 国 の 元 勤 労

メ賛曇雅遍ンし11蹂響薯‰it彎簿T蒼抒ff瞥ム
調 査 等 の記録 ・ 資料 の一切 。

羹  磐税蓬肇婁≧
書の一切。
四、宇野外相答弁 の後 な された、答弁の履行 内容
にかんす る行政文書の一切。
①  国内において  ②  韓国側 にたい して

高曇決署;9畠lF誓屏輩堡曹予ひこま穿慇標撃曇
において、被告 。国側として提出した、外務省がか

か わ つ た答 弁 書・ 意 見 書類 の一 切 。

厚生労働省・行政文書開示 申請先あて

1988.4.25 衆議院決算委員会 での、草川昭三議
員 の質 問にた いす る宇野外相及び厚生省 (援護局援
護課 )山岸親雄委員 の答弁関連の行政文書等 の開示
を、以下の通 り、請求 します。

一 、山岸委員の答弁の 中にある『 昭和三十五年に

厚 生省 か ら愛知県 を経 由 しま して入手 した資料 …名
簿の写 し』の うち、
① 、 三菱重工業 (株 )名 古屋航 空機製作所の東
南海 地震 E1944127]死 亡者名 (朝鮮 半島出身者 =
女子挺身隊、男子徴用工を含む )。
②  三菱重工業 (株)名 古屋航空機 製作所 の空襲
E1941～ 1945]死 亡者名 (朝鮮半島出身者 =女子
挺身隊、男子徴用 工を含 む )
③  前 pE①ヽ② の朝鮮 半島出身者 =女子挺身隊、
男子徴用工の各 々の出身地 (保護者 の住所 )。
④  同名 簿の確認 のた め、三菱重 工業 (株)、 愛
知 県民生部、韓 国の関係者及び関係機 関 との間での

往復 した行政文書の一切。
二、 この宇野答 弁以後 、外相の約 束 した、厚生省
と連絡の うえ行 うとされた :最大限の努力、を示す、
厚生省 flllの行政文書一切。
三、 1999_31(名 古屋地裁提訴 )～ 2008 1l H(最
高裁決定)間、名 古屋三菱朝鮮女子勤労挺身隊 ~JT訟
にお いて、被告 。国側 と して提出 した、厚 生省がか
か わ つた答 弁 書・ 意 見 書類 の一切 。 以 上

以 上



と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
に
、
韓
国
側
で
日
韓
会

談
文
書
の
公
開
が
あ
り
、
「軍
慰
安
婦
」

「被
爆
者
」
「サ
ハ
リ
ン
置
き
去
り
韓
国

人
」
の
補
償
問
題
な
ど
が
、
同
会
談
で
一

の
未
解
決
課
題
と
し
て
浮
上
し
、
以
降
、

日
韓
政
府
間
の
協
議
事
項
と
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
が
、
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身

隊
被
害
者
は
一
般
徴
用
工
被
害
者
と
同

列
に
み
な
さ
れ
て
、
『解
決
済
み
』
視
さ

れ
て
い
る
ま
ま
だ
。

と
は
い
え
、
こ
の
朝
鮮
女
子
勤
労
挺

身
隊
問
題
が
、
日
本
の
市
民
運
動
や
国

会
で
、
注
目
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

一
九
八
七
年
か
ら
八
八
年
の
こ
と
。

名
古
屋
で
の

「東
南
海
地
震

。
旧
三
菱

名
航
空
道
徳
工
場
犠
牲
者
調
査
追
悼
実

行
委
員
会
」
に
よ
る
調
査
活
動
を
起
点

に
、
国
内
と
韓
国
で
の
調
査
を
踏
ま
え
、

朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
問
題
が
国
会
に

届
い
た
。

一
九
八
八
年
四
月
二
十
五
日
、
衆
議

院
決
算
委
員
会
が
そ
の
舞
台
、
愛
知
県

選
出
議
員
の
質
問

（＝
三
菱
重
工
の
『殉

職
碑
』
に
は
、
東
南
海
地
震
で
死
亡
し

た
朝
鮮
半
島
の
少
女
た
ち
の
名
が
除
か

れ
て
い
る
。●
日
韓
関
係
が
新
し
く
展
開

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ど
う
考
え
る

の
か
？
）
に
、
宇
野
宗
佑
外
務
大
臣
と

山
岸
厚
生
省
援
護
局
援
護
課
課
長
が
答

弁
に
立
っ
た
。

、
山
岸
課
長
は

『…
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
と
い
う
法
律
を
所
管
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
施
行
と
関
連
し

ま
し
て
…
昭
和
三
十
五
年
に
厚
生
省
か

ら
愛
知
県
を
経
由
し
ま
し
て
入
手
し
た

資
料
』
が
あ
る
と
し
て
、
二

九
四
四
年

十
二
月
七
日
、
東
南
海
地
震
死
亡
者
の

中
に
含
ま
れ
た
朝
鮮
人
少
女
六
名
が
読

み
あ
げ
た
。
宮
本
貞
淑
、
呉
原
愛
子
、

金
田
光
子
、
大
山
福
栄
、
山
本
貞
程
、

光
沢
證
子
。」
と
。

ま
た
宇
野
答
弁
は
、
「外
務
省
と
い
た

し
ま
し
て
も
厚
生
省
と
ご
連
絡
を
申
し

上
げ
、
そ
し
て
忌
ま
わ
し
き
戦
争
の
傷

跡
を
ふ
く
よ
う
最
大
の
努
力
を
い
た
し

た
い
」
と
し
た
。

こ
の
宇
野
答
弁
も
、
六
名
の
朝
鮮
人

少
女
名
を
読
み
上
げ
た
山
岸
課
長
答
弁

も
、
事
前
通
知
さ
れ
た
質
問
に
、
相
当

の
準
備
。
調
査
が
う
か
が
わ
れ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
い
ず
れ
も
予
算
措

置
や
協
定
改
訂
や
法
律
制
定
に
直
接
つ

な
が
る
答
弁
で
は
な
く
、
当
事
者
企
業

の
三
菱
重
工
に
も
な
ん
ら
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
与
え
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
答
弁
記
録
は

『官
報
』
に

議
事

録

が
残

る
程

度

で
あ

る
。

国
会

で

の
答
弁
関
連
資
料

の
場
合
、

「国
会
審
議

文

書

」

に
分

類

さ

れ

て
、

保

存
期

間

は

十

年

と

さ

れ

る

（
二
〇

〇

九

年

「
公
文

書

管

理
法

」
。

「
宇

野
答

弁

の
あ

っ
た

一

九

八

八
年

当
時

も

ほ
ぼ

そ

の
よ

う
だ

っ

た

と

思

う
」

＝
筆
者

の
質

問

に
外
務

省

。
Ｏ

Ａ
氏
）
。

た
だ

し

「歴
史

的
価
値

の

あ

る
外

務

省

関

連

文
書

は
外

交
史

料
館

（東
京
都
港
区
麻
布
台
）
で
保
管
、
公

開
し
て
い
ま
す
。
」
と
も
。　
今
年
は
宇

野
答
弁
か
ら
ほ
ぼ
三
十
年
経

っ
て
い

Ｚ
Ｏ

。

厚
労
省
の
場
合
は
ど
う
か
。
「例
え
ば
、

戦
時
の
国
家
総
動
員
法
下
で
、
戦
災
を

受
け
た
企
業
関
連
資
料
な
ど
、
歴
史
的

価
値
の
あ
る
文
書
は
、
保
存
期
間
が
過

ぎ
る
と
国
立
公
文
書
館

（東
京
都
千
代

田
区
）
に
お
さ
め
て
い
る
。
」
（＝
厚
労

省
・
Ｏ
Ｂ
氏
）
と
説
明
し
て
い
る
。
「今

回
の
開
示
申
請
に
は
、
そ
こ
ま
で
広
げ

た
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
」。

今
回
外
務
省
と
は
異
な
る
開
示
申
請

へ
の
対
応
を
見
せ
た
厚
労
省
。
コ

発
ゼ

ロ
回
答
』
に
は
、
厚
労
省
ス
タ
イ
ル
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
方
側
で
の
、
国

立
公
文
書
館
で
の
調
査
が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。

【随
時
掲
載
】

講師

5.14(SUN)
と き 5月 14日 (日 )開場1時半 日会2時

ところ 刈谷市産業振興センタ‥ 7F・ Jヽホール

主4L 平和 民主 革新の日本をめざすメリ谷の会

連●先 佐藤博美 ● o566233985畑田重夫さん

『わが憲法人生
日

Ｊ
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韓国映画

『弁護人 (嘔立魁)』

(2013)

伊藤‐郎
(朝鮮文化を知る会)

人
権
抑
圧
の
温
床
を

さ
ば
く
。

『
民
主
化
』
は
与
え
る
も
の
か
？

与
え
ら
れ
る
も
の
か
？

そ
れ
と
も
？

同映画のポスター

元
大
統
領
で
あ
り
弁
護
士
で
も
あ
っ

た
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
氏
を
描
い
た
映
画
。

映
画
の
製
作
者
は
、
報
道
機
関
と
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
映
画
が
ノ
・
ム
ヒ

ョ
ン
前
大
統
領
を
描
い
た
も
の
だ
と
認

め
て
い
る
。
ノ
ｏ
ム
ヒ
ョ
ン
氏
の
死
後

に
制
作
さ
れ
た
。
二
〇
〇

一
年
に
公
開

さ
れ
た
韓
国
映
画

『友
ヘ
チ
ン
グ

（魁

中
）』
と
同
様
に
、
慶
尚
道
方
言
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
映
画
で
あ
る
。

映
画
の
冒
頭
で
、
バ
ス
に
乗
車
中
の

主
人
公
の
ソ
ン
・
オ
ツ
ク
は
、
韓
国
の

代
表
的
な
栄
養
ド
リ
ン
ク
で
あ
る
バ
ッ

カ
ス
を
一
箱
丸
ご
と
抱
え
て
い
る
。
日

本
で
ス
ー
ツ
姿
に
栄
養
ド
リ
ン
ク
一
箱

を
抱
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
先
輩
弁
護
士
の
事
務
所

の
前
で
、
バ
ッ
カ
ス
を
一
本
飲
み
千
す
。

事
務
所
前
で
の
緊
張
と
は
裏
腹
に
ド
ア

を
開
け
た
後
は
、
先
輩
に
フ
ラ
ン
ク
に

話
か
け
る
。

海
外
の
映
画
を
見
る
と
、
生
の
言
葉

だ
け
で
な
く
、
日
本
と
異
な
る
そ
の
国

の
風
俗
習
慣
が
よ
く
分
か
る
。
他
の
弁

護
士
と
会
食
の
場
面
で
、
弁
護
士
た
ち

は
出
身
大
学
、
そ
し
て
高
校
卒
業
を
見

下
す
発
言
を
繰
り
返
す
。
他
の
弁
護
士

に
主
人
公

・
ソ
ン
ｏ
オ
ツ
ク
が
話
し
か

け
て
も
、
無
視
す
る
。
名
刺
を
渡
す
と
、

ソ
ン
・
オ
ソ
ク
の
名
刺
は
、
机
の
上
に

捨
て
ら
れ
る
。
学
歴
差
別
の
厳
し
い
韓

国
社
会
で
、
主
人
公

・
ソ
ン
・
オ
ソ
ク

は
高
校
卒
業
の
弁
護
士
と
い
う
コ
ン
プ

レ
ツ
ク
ス
を
抱
え
つ
づ
け
て
い
る
。
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は
ぅ
ら
は
ら
に
、
不

動
産
登
記
を
行
う
ソ
ン
・
オ
ツ
ク
の
弁

護
士
事
務
所
は
大
繁
盛
し
て
い
る
。

画
面
は
七
年
前
に
切
り
替
わ
る
。
真

っ
黒
に
汚
れ
た
作
業
服
姿
の
ソ
ン
・
オ

ツ
ク
は
、
高
利
貸
し
よ
り
金
を
工
面
し
、

出
産
を
し
た
妻
の
病
院
に
向
か
う
。
弁

護
士
試
験
に
合
格
前
、
妻
は
貧
し
い
生

活
の
な
か
で
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
を
支
え
続

け
た
。
貧
し
い
ソ
ン
。
オ
ツ
ク
は
、
人

情
味
あ
ふ
れ
る
食
堂
で
、
良
心
に
さ
い
・

な
ま
れ
な
が
ら
、
食
い
逃
げ
を
す
る
。

画
面
は
、
ま
た
現
在
の
場
面
に
戻
る
。

裕
福
な
弁
護
士
の
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
、

自
分
が
法
律
上
の
登
記
を
し
た
海
を
臨

む
マ
ン
シ
ョ
ン
に
家
族
を
案
内
す
る
。

家
族
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に
案
内
し
た
あ
と

で
、
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
七
年
前
に

「借

金
が
あ
る
」
食
堂
に
家
族
を
案
内
す
る
。

七
年
前
に
食
い
逃
げ
を
し
た
料
金
を

支
払
う
た
め
に
。
善
良
な
食
堂
の
夫
婦

は
食
い
逃
げ
を
し
た
主
人
公
に
気
づ
か

な
い
。
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
七
年
前
の
謝



4月 (405)号

国
家
保
安
法
に
よ
り
拘
束
さ
れ
、
袴
問
を
う
け

た
人
情
食
堂
の
息
子
を
前
に
、
言
葉
を
失
う
主
人

公

・
ソ
ン

・
オ
ソ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

罪
を
し
、
家
族
を
紹
介
す
る
。
料
金
を

払
お
う
と
す
る
と
食
堂
の
夫
婦
は
固
辞

す
る
。
そ
れ
よ
り
も
こ
れ
か
ら
も
食
堂

に
来
て
く
れ
、
今
日
の
食
事
代
も
無
料

だ
と
。
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
こ
の
よ
う
な
善
良

な
人
々
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
、
釜
山

ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
も
務
め
る
豊
か
な

ブ
ル
ジ
ョ
ア
弁
護
士
で
あ
り
、
同
級
生

会
で
再
開
し
た
新
聞
記
者
と
口
論
に
な

り
、
民
主
化
運
動
の
デ
モ
を

「パ
ル
ゲ

イ
ン

（共
産
主
義
者
と

と
の
の
し
る
政

治
的
無
関
心
の
人
間
で
あ
っ
た
。

大
企
業
で
の
弁
護
士
活
動
を
目
前
に

人
情
食
堂
で
テ
ジ
ク
ッ
パ

（豚
肉
ク
ッ
パ
）
を

食
べ
る
主
人
公

・
ソ
ン

・
オ
ソ
ク
。
今
日
で
も
韓

国
の
料
理
サ
イ
ト
で
は
ノ

・
ム
ヒ
ョ
ン
の
命
日
の

日
に

「ノ

・
ム
ヒ
ョ
ン
が
食
べ
た
テ
ジ
ク
ツ
パ
」

の
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
た
あ
る
日
、
弁
護
士
に
な
る
前
の
食

い
逃
げ
を
許
し
て
く
れ
た
人
情
食
堂
の

大
学
生
の
息
子
が
民
主
化
運
動
弾
圧
（釜

林
事
件
）
に
よ
り
不
当
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
を
知
る
。

釜
林
事
件
は
一
九
八
一
年
に
釜
山
で

起
こ
っ
た
新
軍
部
に
よ
る
学
生
運
動
弾

圧
事
件
で
あ
る
。
大
学
生
は
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
の

「歴
史
と
は
何
か
」
な
ど
を
読

ん
だ
こ
と
を
理
由
に
国
家
保
安
法
違
反

に
よ
り
逮
捕
さ
れ
て
い
た
。

食
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、
大
学
生
の
親
は

ソ
ン
・
オ
ソ
ク
に
弁
護
を
嘆
願
す
る
。

当
時
の
韓
国
社
会
で
は
、
多
く
の
弁
護

士
が
国
家
権
力
と
相
対
す
る
こ
と
を
嫌

い
、
す
で
に
何
人
も
の
弁
護
士
が
運
動

家
の
弁
護
を
断
っ
て
い
た
。

映
画
は
、
当
時
の
正
義
が
な
か
っ
た

司
法
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
い
る
。
大
学

生
の
弁
護
活
動
の
な
か
で
ソ
ン
・
オ
ソ

ク
を
公
安
事
件
、
労
働
争
議
を
扱
う
人

権
弁
護
士
に
道
に
進
ん
で
い
く
。
ね
ら

っ
た
人
間
に
冤
罪
を
か
ぶ
せ
る
た
め
、

検
察
官
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
す
ら
三

文
芝
居
を
演
じ
て

「愛
国
」
の
た
め
に

国
家
権
力
の
肩
を
持
つ
社
会
。
弁
護
活

動
の
な
か
で
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
は
何
度
も

難
関
に
ぶ
つ
か
る
。
商
業
主
義
の
世
界

に
生
き
る
周
囲
か
ら
の
圧
力
も
あ
っ
た
。

孤
立
無
援
な
か
で
無
罪
を
主
張
し
続
け

る
弁
護
人
の
姿
が
す
さ
ま
じ
い
。

映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、　
一
九

八
七
年
に
発
生
し
た

「大
宇
造
船
イ
・

ソ
ク
ギ
ュ
死
亡
事
件
」
が
描
か
れ
る
。

一
九
八
七
年
は
、
六
月
抗
争
以
降
、

韓
国
全
国
で
労
働
運
動
が
始
ま
っ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
造
船
所
の
労
働
者
の
イ

・
ソ
ク
ギ
ュ
は
、
デ
モ
に
参
加
し
て
い

る
最
中
、
催
涙
弾
が
被
弾
し
て
死
亡
す

る
。
真
相
調
査
要
求
を
受
け
た
ソ
ン
・

オ
ソ
ク
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
。
事

態
収
拾
後
に
釜
山
に
帰
っ
た
ソ
ン
・
オ

ソ
ク
は
、
拘
束
さ
れ
、
釜
山
拘
置
所
に

収
監
さ
れ
た
。
釜
山
弁
護
士
会
は
真
相

調
査
委
員
会
を
作
り
、
弁
護
団
を
結
成

す
る
。
弁
護
団
は
ソ
ン
・
オ
ソ
ク
の
拘

束
適
否
審
査
を
請
求
し
た
弁
護
士
の
数

は
九
九
人
に
達
し
た
。

ソ
ン
・
オ
ソ
ク
が
演
じ
る
ノ
・
ム
ヒ

ョ
ン
氏
を
人
権
弁
護
士
の
道
に
皮
肉
に

も
歩
ま
せ
た
国
家
保
安
法
で
あ
る
が
、

一
九
九
〇
年
に
は

「南
北
交
流
協
力
に

関
す
る
法
律
」
の
公
布
後
に
、
同
法
の

存
在
意
味
に
疑
間
を
提
起
さ
れ
、
法
修

正
や
廃
棄
が
提
起
さ
れ
続
け
て
き
た
。

韓
国
人
、
そ
し
て
韓
国
滞
在
中
の
外

国
人
の
思
想

。
言
論
の
自
由
を
縛
り
、

韓
国
人
の
内
面
を
取
り
締
ま
る
悪
法
で

あ
る
が
、
結
局
は
ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
氏
が

大
統
領
に
な
っ
た
時
代
に
も
、
こ
の
人

権
抑
圧
の
温
床
で
あ
り
続
け
て
き
た
法

律
を
撤
廃
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
九

七
年

末

か

ら
九

八
年

ま

で

の

韓

国

の
通
貨
危

機

後

の
強

い
ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
を
背

景

に
成
立

し

た

ノ

・
ム

ヒ

ョ
ン
政

権

は
、

発

足
当
時

か

ら
下

か

ら

の
民
主

化

の
活
性

化

と

は
無

縁

の
も

の

で
あ

っ
た
。

そ
し

て
韓

国

の
民
衆

も

結

果
的

に
、

民
主

化
運
動

の
活
性

化

を
心

か

ら
望

ま
な

か

っ
た
。

大
統

領
就

任

演

説

と

は
裏

腹

に
ノ

・
ム
ヒ

ョ
ン
氏

は
、

最
後

に
は
在

野
と
袂

を
分

か

っ
た
。

ノ

・
ム
ヒ

ョ
ン
氏

が
目
指

し

た

の
は
、
結

【
十
五
頁
三
段
日
、
後
か
ら
七
行
日
に
続
く
】
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(二)覇権主義と主権の二つの潮流
第三話/朝鮮戦争～新たな政治主体
とスーパーヘゲモニーの対決

鎮●
不

▲
〓

（三
）
米
の
圧
倒
的
エ
ア
パ
ワ
ー

朝
鮮
の
著
名
な
詩
人
趙
基
天
は
歌
っ

て
い
ま
す
。

人
々
よ
地
図
を
ひ
ろ
げ
よ

朝
鮮
を
さ
が
せ

さ
れ
ど
　
都
市
と
村
は
さ
が
す
こ
と

な
か
れ
敵
の
爆
撃
の
嵐
に

今
は
す
べ
て
つ
い
え
去
っ
た

出
撃
し
た
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

「目

標
物
見
当
た
ら
ず
」
と
報
告
し
て
い
る

程
で
す
。

第
二
次
大
戦
中
の
米
国
に
よ
る
日
本

へ
の
空
爆
の
情
景
を
知
る
日
本
国
民
は

今
や
数
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

十
万
の
命
を
奪
っ
た
東
京
空
爆
、
戦

史
上
に
な
か
っ
た
エ
ア
パ
ワ
ー
を
世
界

に
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

し
か
し
朝
鮮
戦
争
は
な
ん
と
対
日
空

爆
を
三
十
倍
も
上
回
る
も
の
で
し
た
。

日
本
の
国
土
の
三
分
の
一
の
領
土
に
、

日
本
へ
の
投
下
爆
弾
の
十
倍
も
の
爆
撃

が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

米
国
の
軍
事
戦
略
は
エ
ア
パ
ワ
ー
を

重
視
し
ま
す
。

…
戦
闘
行
為
の
勝
利
は

「制
空
」
を

達

成

す

る

こ
と

に
絶

対
的

に
依
存

し

て

い
る
。

…
制
空

権

を
獲

得

し
て

い
な

い
側

は

人

間

の
想

像

を
絶

す

る
よ
う

な
攻
撃

に

さ

ら
さ

れ

る

こ
と

に
な

る
。

そ
し

て

そ

の
使

用

は
兵

士

と

一
般

市
民

を

区
別

せ

ず

敵
国
民

に
パ

ニ
ッ
ク
を
引
き
起

こ
し
、

精
神
力
を
破
滅
的

に
喪
失
さ

せ
る
。

…

『
勝

つ
た
め

の
爆

撃

』

は

『
戦

略

爆
撃

』

と

『
戦

域
航

空

攻
撃

』

の
二

つ

が

あ

る
。

そ
れ

は
①

国
家

の
指

揮

系

統

（
国

の
指
導

者

）
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

石

油

、
ガ

ス
③

橋

や
道

路

、
鉄

道
④

国
民

や
農

業

（
食

料

源

）
⑤

地

上

に
配
備

さ

れ
た
軍
事
力
、

を
標
的

に
す

る
。

米

軍

の
圧
倒
的

エ
ア
パ

ヮ
ー

の
効

果

は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

戦

争

初

期

に
海

に
追

い
落

と

さ
れ

ん

ば

か
り

の
米

軍

の
ビ

ン
チ
を
救

っ
た

の

は

日
本

の
基

地

か

ら

と
び

た

つ
た
米
第

五
空
軍

の
爆
撃

で
し
た
。

倭

館

戦
線

の
朝

鮮

人
民

軍

に
対
し
、

一
平

方

Ｍ
に

一
発

の
密

度

の
高

い
空

爆

で
人

民

軍

の
進

撃

を
し

の
い
で

い
ま

し

た
。仁

川
上
陸

作

戦

に
お

い
て
も
、　
一
千

機

の
飛
行
機

に
よ

る
仁

川

～

ソ
ウ

ル

間

の
空

爆

を
行

い
、

米

軍

の
進
撃

を
可
能

に
し
ま
し
た
。

『
戦
域
航
空

攻
撃

』

の
威

力

で
し
た
。

こ

の

エ
ア

パ

ワ
ー

に
抗

し

て
、

朝

鮮

の
軍

民

は

「
飛
行
機
狩

り
」

を
始

め

ま

し

た
。

全

身

を
敵

機

の
標

的

に
さ

ら
け

出

し
、

対
空

射

撃

を
行

い
ま
し

た
。

こ

の

「
人

と

飛
行
機

の
果

し
合

い
」

で
撃

墜

さ

れ

た
飛
行

機

の
数

多

く
あ

っ
た

の

で
、

米

軍

は

ソ
連

の
レ
ー
ダ

ー
対
空
砲

か
と
疑

っ
た
と
言

い
ま
す
。

朝

鮮

人

民

軍

の
対
空

対
策

で
、

最

も

ユ
ニ
ー

ク
な

も

の
は
陣

地

戦

で

の

『
坑

道
作

戦
』
で
し
た
。

二
年

間

の
陣

地

戦

を
し

の
い
だ

戦

い

で
、
岩

を

く

り

ぬ

い
た
坑

道

戦

は
、

空

襲

の
効
力

を
大
き
く
削
ぐ

も

の
で
し
た
。

坑

道

に
は

リ

ス
等

が
逃
げ

込

ん

で

き

た
と
言

い
ま
す
。

不

屈

の
意

志

が
生

み
出

し

た
土
着

戦

法

で
し

た
。

朝

鮮

は

こ

の

「
飛
行

機
狩

り
」
、

「坑

道

作

戦

」

を

「
主
体

戦
法

」

と
呼
び
ま
し

た
。

激

戦

地

と
知

ら
れ

る

一
二

一

一
高

地

戦

（
「
タ

ツ
チ
ダ

ウ

ン
作

戦

し

は
戦

史

に
残

る
戦

い
で
し
た
。　
一
か
月

の
攻

防

に
砲

弾

六

七

万
七
千

発
、

八

四

二
回

の

爆
撃

に

二
五

〇
ト

ン
、

六

〇
台

の
タ

ン

ク
出

撃
、

こ
れ

を

「
坑
道

作

戦

」

は

よ

く
し

の
ぎ

ま
し
た
。
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（四
）
核
パ
ワ
ー
時
代
の
最
初
の

戦
争

一
九
四
五
年
八
月
の
米
国
に
よ
る
日

本
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
に
込
め
ら
れ
て

い
た
ソ
連
へ
の
威
嚇
、
ソ
連
の
一
九
四

九
年
八
月
の
原
子
爆
弾
実
験
の
成
功
に

よ
っ
て
、
核
抑
止
の
構
造
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

朝
鮮
戦
争
は
人
類
史
上
核
兵
器
が
出

現
し
て
、
初
め
て
の
大
規
模
戦
争
で
す
。

朝
鮮
戦
争
は

「歩
兵
主
力
の
軍
」
と

「核
保
有
国
」
と
の
戦
い
で
す
。

毛
沢
東
は

一
九
四
五
年
八
月
十
三
日

に
発
表
し
た

「抗
日
戦
争
勝
利
後
の
時

局
と
我
々
の
方
針
」
の
中
で
、
核
兵
器

に
つ
い
て
、
原
子
爆
弾
を
所
持
す
る
だ

け
で
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
毛
沢
東

は
核
恐
怖
症
を
患
う
同
志
た
ち
を
批
判

し
て
い
ま
す
。

一
九
四
六
年
に
米
国
人
記
者
ス
ト
ロ

ン
グ
の
取
材
に

「原
子
爆
弾
は

『
ハ
リ

コ
の
虎
』
だ
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を

残
し
て
い
ま
す
。

ト
ル
ー
マ
ン
は
一
九
五
〇
年
十

一
月

三
十
日
の
記
者
会
見
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

…
世
界

は
重
大
な
危
機

に
直
面
し

て

い
る…
米

国
は
朝
鮮

に
対
し
て
も
必
要

と

考

え
ら
れ

る
手
段
を
使
う
用
意
が
あ

る

…

（原
子
爆
弾
も
か
？
と
の
質
問
に
）

原
子
爆
弾
も
必
要
と
あ
れ
ば
使
う
。

世
界

の
与
論

に
は
激
震
が
走
り
ま
し

た
。フ

ラ

ン
ス
は
公
開
的

に
遺
憾
を
表
明

し
ま
し
た
。

イ
ギ

リ

ス
は
国
会
議
員

の
抗
議
書

を

携

え

て
ア
ト
リ
ー
首
相
が
ト
ル
ー

マ
ン

と
会
談
し
ま
し
た
。

世
界

の
人

々
は
反
対
署
名

を
繰
り
広

げ

ま
し
た
。

（
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム

・
ア
ピ

ー
ル
）
北

の
住

民
た
ち

の
中

に
は

こ
の
核
威

嚇

に
恐
れ

を
な
し
て
南

の
地

に
移

っ
た

人
々
が
い
ま
す
。

現
在
の
南
北

「離
散
家
族
」
問
題
の

一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
朝
鮮
戦
争

の
発
生

～
東
ア
ジ
ア
構
図
の
変
化

米

国
は
戦
勝

国
と
し

て
、
東

ア
ジ

ア

で

の

ヘ
ゲ

モ

ニ
ー

を
目

論

見

ま
し

た
。

①

日
本

占
領
　
②

朝

鮮

半
島

南
部

占
領

と
信
託
統
治
　
③
中
華
民
国
と
の
同
盟
、

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
の
内
戦
で
の
共
産

党
の
勝
利
、
朝
鮮
半
島
北
部
で
の
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
創
立
に
よ
っ

て
、
想
定
外
の
構
図
が
出
現
し
ま
し
た
。

米
国
に
と
っ
て
は
共
産
主
義
国
の
存

在
は
容
認
で
き
な
い
国
際
秩
序
で
す
。

米
国
の
巻
き
返
し
戦
略
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
（１
）目
共
内
親
に
米
軍
干
渉

一
九
四
六
年
、
米
国
会
は
中
華
民
国

に
二
七
一
隻
の
軍
艦
，　
一
千
機
の
飛
行

機
、
七
千
余
門
の
大
砲
等
を
援
助
し
ま

し
た
。
一
九
四
八
年
に
は
五
億
七
千
万
ド
ル

の
武
器
等
の
べ
四
二
億
ド
ル
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

し
か
し

一
九
四
八
年
か
ら
は
共
産
軍

の
反
撃
が
始
ま
り
、
東
北
地
方
の
全
地

域
を
失
い
ま
す
。

国
共
内
戦
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
朝
鮮
義
勇
兵
二
五
万
が
中

国
共
産
軍
と
共
に
戦
っ
て
い
ま
す
。
朝

鮮
義
勇
兵
の
参
戦
は
東
北
地
方
で
の
国

共
内
戦
で
の
兵
力
比
を
逆
転
さ
せ
、
決

定
的
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

中
国
共
産
軍
と
共
に
朝
鮮
義
勇
兵
は

雪
崩
を
打
っ
て
海
南
島
ま
で
進
撃
し
て

い
ま
す
。

朝
鮮
義

勇
兵

と
は
現
地

の
朝
鮮
青
年
、

抗

日
を
戦

っ
た
革

命

家

、
抗

日
を
戦

っ

た
金

日
成
抗

日
ゲ

リ

ラ
、
朝

鮮

民
主

主

義

人

民

共

和

国
成
立

後

は
朝

鮮

人
民

軍

等

で
す

。

朝

鮮

民
主

主
義

人

民
共
和

国

は
中

国

共

産

党

軍

の
後

方
基

地

の
役
割

を
も
遂
行
し
ま
し
た
。
十

万

の
歩
兵
銃
、

衣

服

、

食

料

等

を
支

援

し

て

い
ま
す
。

米

軍

の
軍
事

干
渉

の
失

敗

は
、

ノ
ー

ム

・
チ

ョ
ム

ス
キ
ー
に
よ
れ
ば

「
『
中

国

の
喪

失

』

は

『
ア
メ
リ
カ

の
衰

退

』

の

最
初

の
大

き
な

ス
テ

ッ
プ

と

な

り
ま

し

た
。
」

（２
）
朝

鮮

の
分

断

ヤ
ル
タ
会

談

（
一
九

四
五

・
二

。
四

～
十

一
）

で
ル

ー
ズ

ベ
ル
ト

は
、
朝

鮮

の
自

治

の
た
め

に
は

二
十

～

三
十

年

の

年
月
が
必
要
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

戦

後

、
南

朝

鮮

を
占
領

し

た
米

軍

は

軍
政

を
行

い
、

朝

鮮
独
立

運

動

を
戦

っ

た
人

士

た
ち

を
登

用

せ
ず

、

旧

日
本

の

統

治

機
構

を
再

利

用

し

ま
す

。
親

日
派

が
温
存
さ
れ
ま
し
た
。

独
立

の
志

士

、

金
九
、

呂
運

憲
等

の

国

民

の
信

望

を
集

め

た
著

名

人

は
分
断

に

反
対

し

て
暗

殺

さ
れ

ま
す

。
米

軍

の

軍

政

に
不
満

を
持

っ
た
人

民

の
抗

争

が

発

生

し

ま
し

た
。
最
大
規

模

の
も

の
は



10__      日本と朝鮮 (愛知版)2017年 4月 (405}号

一
九
四
六
年
九
月
の
ゼ
ネ
ス
ト
か
ら
、

参
加
者
三
百
万
人
超

（死
者
三
百
人
、

行
方
不
明
三
六
〇
〇
人
）
を
出
し
た

『十

月
民
衆
抗
争
』
に
発
展
し
ま
し
た
。

米
は
信
託
統
治
の
実
施
が
不
可
能
と

見
る
や
、
国
連
を
通
じ
て
、　
一
九
四
八

年
に
南
北
朝
鮮
総
選
挙
を
強
行
し
ま
す
。

分
断
を
招
く
事
実
上
の
南
で
の
単
独
選

挙
反
対
抗
争
が
起
こ
り
ま
す
。

今
で
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た

『チ
エ
ジ
ュ
島
四
・
三
事
件
』
が
起

き
ま
し
た
。
六
万
人
の
虐
殺
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
在
日
の
作
家
に
よ
っ
て
小
説

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

米
国
人
マ
ー
ク
ゲ
イ
ン
は

『
日
本
日

記
』
（筑
摩
書
房
　
一
九
五
一
）
で

「我

々
は
上
陸
の
初
日
か
ら
朝
鮮
人
民
の
敵

と
し
て
行
動
し
た
」
と
記
し
た
ほ
ど
で

す
。南
部
朝
鮮
の
人
民
は
、
北
部
で
実
施

さ
れ
た
、
「土
地
改
革
」
を
求
め
、
「単

独
選
挙
」
に
反
対
し
、　
一
部
は
ゲ
リ
ラ

化
し
ま
す
。
民
意
は
北
部
朝
鮮
と
の
統

一
の
た
め
の
連
席
会
議
に
あ
り
ま
し
た
。

南
部
の
政
権
は
人
民
抗
争
と
統

一
の

た
め
の
連
席
会
議
に
よ
っ
て
崩
壊
へ
と

傾
い
て
い
ま
し
た
。

南
部
朝
鮮
の
政
治
不
安
は
在
日
社
会

へ
も
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
ず
故
郷
へ
の
帰
国
の
流
れ
が
止
ま

り
ま
す
。
逆
に
帰
国
者
た
ち
が
日
本
へ

逆
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
在
日
朝
鮮
人
は
朝
鮮
南

部
出
身
者
が
九
九
％
近
く
に
な
り
ま
す
。

そ
の
彼
等
の
多
く
は
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
を
支
持
し
ま
し
た
。
彼
等
の

団
体
や
民
族
学
校
も
そ
う
で
し
た
。
Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
一
九
四
八
年
民
族
学
校
の
閉
鎖
、

朝
鮮
団
体
の
解
散
を
命
じ
て
い
ま
す
。

人
心
の
多
く
は

「米
国
製
の
韓
国
」
か

ら
離
れ
て
い
ま
し
た
。

米
国
の
極
東
政
策
の
結
果
に
よ
っ
て
、

人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
朝
鮮
の
分
断
は
、

二
つ
の
政
府
の
軍
事
紛
争
を
引
き
起
こ

し
た
。
朝
鮮
側
の
資
料
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う

で
す
。

一
九
四
七
年
　
　
四
五
四
回

（地
上
　
一
一七
四
、
海
上

一
四
、
空
中
　
四
）

一
九
四
八
年
　
　
九
三
二
回

（地
上
　
一二
九

一
、
海
上
■
〇
、
空
中
　
九
）

一
九
四
九
年
　
一
Ｉ
（
一
七
回

（地
上
　
　
上へ
七
、
海
上
七
九
、
空
中
七
九
）

一
九
五
〇
年

（五
月
迄
）

一
五
七
回

（地
上
六
七
、
海
上
八
〇
、
空
中
三
二
）

右
の

「小
さ
な
戦
争
」
は
戦
争
の
導

火
線
に
な
り
う
る
も
の
で
し
た
。

ブ

ル
ー

ス

・
カ

ミ

ン
グ

ス
は

『
朝
鮮

戦
争

の
起

源

』

で

こ

の
内

戦

状

況

に
関

す

る
研
究

を
世

に
出
し

て
い
ま
す
。

（
３
）
新

た
な

政

治

的

主

体

へ
の
帝

国

主
義

の
軍

事

干
渉

抗

日
戦
争

の
過
程

で
新

た

に
成
長

し

た
政

治

的

な
主

体

勢

力

は
、

中

国

と
朝

鮮

に

反
帝

民
族
解

放

勢

力

と

な

り
、
社

会
主
義

国
を
建
設
し
ま
し
た
。

民
族

解

放

運

動

と

共
産

主
義

の
結
び

つ
き
は
近
代

以
来

の
歴
史

構

造

全
体

を

打

ち
破

り

ま
し

た
。

そ
れ

は
資

本

主
義

世
界

の
構

造

を
揺

る

が
し

た

の
で
す

。

こ
れ

を

圧
殺
す

べ
く

、
米

国

の
極

東

政
策

は
外
交

的

な
方

策

を
見
失

い
、

つ

い
に
は
軍
事
的
解
決

を
選
択
し

ま
し
た
。

し

か

し

以
上

の
よ
う

な
見
解

は
、

西

側

と

日
本

の
歴
史

研
究
者

に
よ

っ
て
意

図
的

に
覆

い
隠
さ
れ

て
来

ま
し
た
。

彼

等

は
米

国

と

ソ
連

の

二
極

対
立

と

し

か
と

ら

え
ず

、
冷

戦

か
ら

の
米

ソ
代

理
戦
争

論

を
説

い

て
い
ま
す

。

あ

た
か

も

日
本

の
敗

戦

を
連

合

国

の
勝

利

と
し

か

説
明

し

な

い
史
観

で
す

。

す

な

わ
ち

ち
、

ア
ジ

ア
人

民

の
対

日
戦

の
勝

利

を

説
か
な

い
史
観

で
す
。

こ

の
歴
史

観

は

ア
ジ

ア

の
国

の
政
治

的
主
体
の
力
量
の
過
小
評
価
の
繰
り
返

し
で
、
常
に
誤
算
の
失
敗
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
ｏ

米
国
は
中
国
内
戦
で
失
敗
し
、
朝
鮮

戦
争
で
夫
敗
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
も

失
敗
し
ま
す
。

実
の
と
こ
ろ
は
、
過
小
評
価
で
は
な

く
、
「力
量
」
が
見
え
な
い
の
で
す
。
戦

争
に
お
け
る
人
民
の
力

「人
の
力
」
は

彼
等
に
と
つ
て
は
計
量
し
が
た
い
概
念

で
す
か
ら
。

民
族
解
放
戦
の
中
か
ら
育
っ
た
、
自

主
独
立
の
意
思
、
土
地
改
革
を
行
い
人

民
の
利
害
と

一
体
化
し
た
革
命
軍
は
全

民
を
軍
事
力
と

一
体
化
し
ま
す
。
そ
れ

は
ス
ー
パ
ー
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
民
族
解
放

戦
争
と
し
て
抗
し
ま
す
。

米
国
は
朝
鮮
半
島
北
部
の
新
た
な
政

治
主
体
を
拒
否
し
ま
す
。
そ
れ
は
朝
鮮

占
領
、
軍
政
、
信
託
統
治
画
策
、
単
独

選
挙
、
抗
争
の
武
力
弾
圧
、
統

一
派
暗

殺
、
単
独
選
挙
反
対
闘
争
の
武
力
虐
殺
、

つ
い
に
は
軍
事
力
行
使
へ
と
、

一
連
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

ど
の
一
コ
マ
を
取
っ
て
み
て
も
、
こ

の
米
国
の
極
東
戦
略
は
朝
鮮
半
島
の
自

【十
五
頁
一
段
日
、
後
か
ら
六
行
日
に
続
く
】
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加
藤
光
広
氏

日
韓
の
歴
史
駆
け

巡
っ
た
工
学
博
士

二
〇

一
七
年
二
月
二
九
日
、
肺
炎
に

よ
る
呼
吸
不
全
で
ご
逝
去
。。
七
十

一
歳
。

二
重
県
桑
名
市
に
在
住
。
工
学
博
士
、

二
重
大
、
大
同
工
大
で
教
鞭
を
と
っ
た
。

日
韓

ｏ
日
朝
市
民
運
動
へ
の
か
か
わ

り
も
深
か
っ
た
。
と
く
に
、
両
国
関
係

史
に
詳
し
く
、
二
〇
一
三
年
二
月
十
六

日
の
Ｆ
Ａ
Ｒ
主
催
講
演
会
で
は

『伽
耶

の
国
々
を
訪
ね
て
』
と
題
し
講
演

【写

真
＝
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

・
研
修

室
】、
日
本
と
の
関
係
を
象
徴
す
る
遺
物

群
や
安
羅
・
伽
耶
の
中
心
だ
っ
た
成
安

（
ハ
マ
ン
）
周
辺
の
古
墳
群
踏
査
体
験

を
語
り
、
あ
わ
せ
て
日
・
韓
の
歴
史
教

科
書
を
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
古
代
史

「朝
鮮
」
像
の
是
正
を
説
い
た
。

二
重
県
御
在
所
岳
の
日
本
カ
モ
シ
カ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
務
め
る
な
ど
、
野
外
を
駆
け
巡
る
環

境
運
動
の
活
動
家
で
も
あ
っ
た
。

混論雌曲悪魔の飽食
原詩 /森村誠― 編詩/池辺晋―郎 神戸市役所センター合唱団 作曲/池辺晋―郎
指揮ン/池辺晋―郎 ビアノ/守光明子

目を凝らそう歴史の真実、刻もう平和の誓い、うたおう明日への希望 !

第27回 全国縦断コンサート愛知公演

14:00日場 14:30日洒

ス トホ ー ル lB名古屋市民会館大ホール)

く自由席 |一般〉2,500円  〈自由澪 :●校生以下 降がい|「 p00円

セE□目出夕合唱/T和槻子ばと合唱団凛も

GttD機/f筵獣不副、花3相鑢
OTAJIMI CHOIR」 APAN
多治見少年少女含唱団とシエアコア
指揮/柘植洋子 ピアノ/姫野真紀 高橋早紀子
演奏曲/曜紋」(三薔晃:由 2台のビアノによる)ほか

G目≡憂ヨD対談 森村誠―&池辺晋―郎

GEEロコ)混声合唱組由「悪魔の飽食」
Iブロローグ「七三―の重い鎖」
Ⅱ生体の出前いたします

Ⅲ赤い支那靴

Ⅳ反乱

V三十七年目の通夜
Ⅵ友よ自い花を

VI君よ目を凝らしたまえ

指揮/池辺普―郎

ビアノ/守光明子

合唱指揮/高橋買樹 鳴海卓
合唱/隠魔の飽創 を歌う
愛知合唱団

同全国合唱団

混声含唱組曲「悪魔の飽食」とは

Fを告発し、実験材料(マルタ)として殺された約3000人以上の中国人、朝鮮人、
神戸市役所センター合唱団の委嘱により、原詩.森村誠―氏(作家)、作曲池辺

31部隊員たちの狂気を歌つた第2曲、犠牲となつた中国人男性が一人娘に寄せる
ノく死にたい」と闘いを挑む第4曲、毒ガス実験で殺されるロシア人親子をストップ
する哀しくも美しいメロティーの第6曲、そして高らかに平和と希望を歌いあげる
(印象に残る合唱曲です。
べてをまわり、この歌を一人でも多くの人たちに、聞いてもらい、歌ってほしい、
一ロツパなどでもコンサートが開かれ、どこでも超満員の大好評を得ています。

個i路た鱚踊ly3mmず 』ょ:』音力「靴藷即駒負ξξ手:マ:「ff善格λttl讐拿Fξ肝た多くの



琉

国

物

語
④

一
九
七
一
年
一
月
二
五
日

泉
町

林
礼
子
宅
（大
宣
見
英
雄
の
寄
宿
先
）
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壼

城

博

己

（
聴

球

人

）

一そ
う
し
て
下
さ
い
ね
、

二
月
い
っ
ぱ
い
と
言
つ
て
も
、
も
う

二
か
月
程
し
か
な

い
の
で
す
か
ら
。
あ
な
た
や
砂
川
さ
ん
が
お
考
え
に
な
っ
た
、
お
店
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
お
客
様
の
人
柄
を
ご
覧
に
な
る
に
は
、
そ
の
二
か
月
で
は
短
す
ぎ

る
と
思

い
ま
す
よ
。
そ
れ
で
い
い
で
す
ね
。
着
る
も
の
は
、
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
、
ち
や

ん
と
ア
イ
ロ
ン
の
あ
た

っ
た
ズ
ボ
ン
で
あ
れ
ば
い
い
で
す
か
ら
。
ネ
ク
タ
イ
は
私

が
準
備
し
て
お
き
ま
す
。
五
時
ま

で
に
は
お
店
に
入
れ
る
様
に
し
て
お
い
て
く

だ

さ
い
。
」

英
雄
は
、
普
段
か
ら
礼
子
に
対
し
て
は
頭
が
上
が
ら
な
い
の
だ
が
、
さ
ら
に
、

思
わ
ず
か
し
こ
ま
っ
た

回
調
に
な
り
、

「は
い
、
そ
う
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
」
と
、
頭
を
下
げ
る
。

英
雄
に
と
っ
て
礼
子
は
、
大
叔
母
と
い
う
関
係
だ
が
、
そ
の
礼

子
の
あ
る
意

味
、
好
ん
だ

訳
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
波

乱
に
満
ち
た
人
生
と
、
そ
し
て

礼

子
の
魅

力
的
な
生
き
方
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
、
礼

子
の
店

『
礼
』
に
、
短
期

間
で
は
あ
れ
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て
も
ら
う
事
に
、
あ
る

種
の
期
待
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。

英
雄
は
そ
の
日
の
五
時
に
は
お
店
に
入
り
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
、
礼
子
マ

マ
（
店
内
で
は
、
マ
マ
と
呼
ぶ
様
に
言
わ
れ
た
。
）に
、
氷
の
割
り
方
や
お
店

の

開
店
準
備
な
ど
を
教
わ
り
、
ど
う
に
か

一
息
つ
け
そ
う
に
な
っ
た
頃
、
六
時
前

に
は
店

の
女

の
子
が
出

勤
し
て
き
た
。
総
勢

七
人
＋
マ
マ
、
店
に
は
更
衣
室
が

あ
る
が
、
そ
の
部
屋
は

小
さ
く
て
い
っ
ぺ
ん
に
は
着
替
え
が
で
き
な
い
。
順
番
で

★琉球郵便切手 (一九四五年米軍占領時から一九七二年五月の i不工理帰」まで、琉球で発行)から.
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も
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
静
か
に
待

っ
て
い
る
子
も
い
る
。
英
雄

は
、
ア
イ
サ
ツ
し
た
も
の
か
ど

う
か
迷

っ
た
が
、

マ
マ
か
ら
の
紹
介
が
あ
る
ま
で

黙

っ
て
い
る
事

に
し
た
。
み
ん
な
が
着
替
え
終
わ
り
、　
一
番
大
き
な
ボ
ッ
ク
ス

席
に
七
人
が
揃
う
と
、

「英
雄

さ
ん
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
い
た
し
ま
す
か
ら
こ
ち
ら
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
」

と
、

マ
マ
に
声
を
か
け
ら
れ
、
英
雄
は
カ
ウ
ン
タ
ー
を
く
ぐ
リ
フ
ロ
ア
ー
に

移
る
。

「今

日
か
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
の
仕
事
を
し
て
も
ら
い
ま
す

大
宜
見

英
雄

さ
ん
で
す
。
私
の
親
戚
に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
仕
事
は
初
め
て
で
す
の

で
、
う
ま
く
や
れ
な
い
事
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」
マ
マ
が
紹
介
し
て
く
れ
た
の
で
、
英
雄
は
精

一
杯
、

「
大
宜
見

英
雄
と
い
い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
、
な
ん
と
か
い
え
た
と
思
う
。
英
雄
は
、

こ
う
い
う
場
所
（
き
れ
い
な
女

性
を
前

に
し
た

）は
、
苦
手
な
の
だ

が
、
そ
ん
な
事
は
、
気
に
し
て
い
る
場
合

で
は
な
い
だ

ろ
う
。

六
時
の
開
店
時
刻
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
ド
ア
が
開
き
、
最
初
の
お
客
が
入
つ

て
く
る
。
　

一
人
の
よ
う
だ

。

マ
マ
は
、
す
ぐ
に
ド
ア
ま
で
迎
え
に
立
ち
、

「ア
ラ
ッ
、

玉
城
先
生
（弁
護
士
）い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
。
お

一
人
で
お
見
え
に
な

る
な
ん
て
、
お
珍
し
い
で
す
ね
。
」

「い
や
、　
一
人
じ
や
な
い
ん
だ

。
後

で
松
雄
（宮

平

松
雄

弁
護
士
資
格
を
持

つ
民
政
府

の
副
首
席
）が
く
る
ん
だ

、
今

日
は
、
松
雄

の
お
ご
り
だ
よ
。
」
と
、

席
に
つ
く
と
、

「そ
う
だ

、
マ
マ
。
今

日
は
松
雄
の
こ
づ
か
い
か
ら
払
っ
て
も
ら
え
ヨ
。
政
府
の

予
算

で
お
ご
ら
れ
た
ら
た
ま
ら
な
い
か
ら
な
。
」

「宮
平
先
生
（副
主
席
）は
、
お
支
払
い
は
い
つ
も
自
分
の
お
こ
づ
か
い
で
す
か
ら
、

ご
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
ヨ
。
ミ
チ
コ
さ
ん
、
玉
城
先
生
の
お
席
お
願
い
し
ま
す

ね
。
」
ミ
チ
コ
さ
ん
は

三
十
歳
く
ら
い
だ

ろ
う
か
、
特
別
に
美
人

で
は
な
い
様
だ
が

健
康
的
で
明
る
そ
う
な
感
じ
だ
。

「大
宜
見
さ
ん
、
ア
イ
ス
と
お
水
セ
ッ
ト
で
お
ね
が
い
し
ま
す
。
」

ミ
チ
コ
さ
ん
、
英
雄
が
お
も
っ
た
よ
り
や
さ
し
い
声
だ
。
と
こ
ろ
が
玉
城
は
、

「最
初
は
ビ
ー
ル
飲
ん
で
お
こ
う
。
松
雄
が
き

て
か
ら
新
し
い
ボ
ト
ル
出
し
て

も
ら
っ
た
ら
い
い
サ
ー
。
」

玉
城
が
ビ
ー
ル
を

一
本
飲
み
干
し
て
追
加
を
頼
ん
だ
頃
、
別
の
客
が
入
っ
て

来
た
。

二
人
か
な
、

四
人
だ
な
と
、
英
雄
は
ま
ず
オ
シ
ボ
リ
の
数
を
確
認
し

た
。「閣

下
、
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
。
」

と
、
マ
マ
が
お
ど
け
た
様
子
で
、
敬
礼
し
な
が
ら
出
迎
え
る
。

「ナ
オ
ミ
さ
ん
、
エ
イ
コ
さ
ん
、
ヨ
ー
子
さ
ん
、
閣
下
の
お
席
お
願
い
し
ま
す
。
」

（閣
下
と
は
、
当
山

元

一
。
戦
争
中
は
日
本
陸
軍
の
将
校
で
マ
マ
の
最
初

の

夫

・
林
と
は
、
学
校
の
同
期

で
友
人
だ

っ
た
。
当
山
家
は
琉
球
王
朝

以
来

の
名

家

で
、
現
在
も
そ
の

一
族
は
沖
縄

の
主
な
産
業
や
流

通
業

界

で
重

要
な
位

置

を
し
め
て
い
る
。
礼

子
は

『
礼
』
で
当
山
に
再
会
し
た
時
、
冗
談
ま
じ
り
と
照

れ
隠
し
に
閣
下
と
声
を
か
け
た
の
を
、
当
山
も
そ
の
意
を
汲
ん
で
喜
ん
で
み
せ

た
。
そ
れ
以
来

『
礼
』
で
は
、

マ
マ
も
ホ
ス
テ
ス
達
も
、
当
山
を
閣
下
と
呼
ぶ

の
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い
る
。
）

そ
の
後
、
英
雄
に
も
見
覚
え
の
あ
る
お
客
が
入
っ
て
来
た
。
宮

平

松
雄
副

主
席
で
あ
る
。
官
平
は
、

マ
マ
に
、
玉
城
の
席
に
案
内
さ
れ
て
、

「
玉
城
先
輩
、
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
、
謝
る
素
振
り
を
み
せ
た
。

「
君
が
約
束
の
時
間
を
守
ら
な
い
の
は
、
い
つ
も
の
事
じ
ゃ
な
い
か
、
い
ま
さ
ら
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謝
ら
な
く
て
も
い
い
サ
ー
。
」

玉
城
は
少
し
冗
談
ぼ
く
返
す
。
そ
し
て
、

「
マ
マ
、
今

日
は
僕
た
ち
の
席
に
付
い
て
い
て
よ
。
松
雄
の
事
で
聞
い
て
も
ら
い

た
い
事
が
あ
る
ん
だ
。
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
わ
な
い
と
腹
が
立
っ
て
し
よ
う
が
な

い
。
ダ

ー
（サ
ー
）、
今

日
は
松
雄

の
お
ご
り
だ
か
ら
、
新
し
い
ボ
ト
ル
出
し
て
。
」

と
、
先
ほ
ど
と
同
じ
事
を
言
う
。　

宮

平
は

ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
笑
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
そ
し
て
、
飲
み
物
の
セ
ッ
ト
も
で
き
て
、
乾
杯
し
て
口
を
つ
け
、
玉
城

は
す
ぐ
に
ま
た

口
を
開
く
。

「
マ
マ
、
松
雄
が
昨

日
、
僕
に
何
を
さ
せ
た
と
思
う
。
本
当
に
、
こ
の
男
は
と

ん
で
も
な
い
ヤ
ツ
だ

ヨ
。
」

何
が
あ
っ
た
の
か
、
本
当
に
怒
つ
て
い
る
様
な

口
調
で
一菅
つ
。

「面
白
そ
う
で
す
ね
、
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
ネ
、
玉
城
先
生
。
」

マ
マ
が
楽
し
そ
う
に
う
な
が
す
。

ァ
」
の
松
雄
は
ナ
ー
、
昨

日
僕

の
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
隠
れ
て
基
地
の
中

に
入
っ

た
ん
だ
よ
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
、
松
雄
に
は
パ
ス
（
基
地
に
入
る
た
め
の
許
可
証

）

を
、
く
れ
な
い
も
の
だ

か
ら
、
僕

の
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
隠
し
て
基
地

の
中
に
入

れ
て
く
れ
っ
て
頼
ま
れ
た
ん
だ

け
ど
、
本

当
に
や
る
と
は
思
わ
な
い
だ

ろ
う
、

ナ
ァ
、

マ
マ
。
」

「ア
ラ
ッ
、
そ
ん
な
事
し
て
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
じ
や
な
い
で
す
か
。
」

「そ
う
だ
よ
、
僕
は
、
弁
護
士
資
格
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
も
し
れ
ん
ヨ
。
そ

れ
に
ス
パ
イ
の
疑
い
で
も
か
け
ら
れ
た
ら
銃
殺
も
ん
だ

ろ
う
。
」

す
る
と
、
今
度
は
宮
平
副
主
席
が
口
を
開
き
、

「
で
も
ネ
ェ
、

玉
城
先
輩
、
腹
が
立

つ
じ
や
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ア
メ
リ
カ
の
将

校
達
が
普
段
楽
し
ん
で
い
る
基

地
の
中
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
あ

の
沖
縄
戦
の
最
中

に
は
、
も
う
整
備
し
は
じ
め
て
い
た
と
い
う
ん
で
し
よ
う
。
そ
れ
に
、
コ
ー
ス
の

コ
ン
デ
イ
ン
ョ
ン
は
ア
ジ
ア
で
最
高
だ
と
い
う
事
な
の
に
、
沖
縄
の
人
間
が
沖
縄

に
あ
る
ゴ
ル
フ
場

で
当
た
り
前
に
プ
レ
ー
出
来
な
い
な
ん
て
、
お
か
し
い
で
す

ヨ
。
」宮
平
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
時
折
見
せ
る
の
と
同
じ
に
堂

々
と
、
我

々
琉
球
沖

縄
の
人
間
が
琉
球
沖
縄
の
地

で
誰
に
も
遠
慮
す
る
こ
と
な
ん
か
な
い
ん
だ
と
言

っ
て
い
る
つ
も
り
な
ん
だ

ろ
う
。

「な
ん
で
す
か
、
宮

平
先
生
は
、
ゴ
ル
フ
が
し
た
く
て
基
地
に
忍
び
込
ん
だ
ん

で
す
か
。
」

席
に
付
い
て
い
る
ミ
チ
コ
さ
ん
が
、
あ
き
れ
た
様
に
た
ず
ね
る
。

「
で
も
、
玉
城
先
生
ま
で
本
当
に
、
宮
平
先
生
を
ト
ラ
ン
ク
に
乗
せ
て
基
地
の

中
に
入
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
わ
、
弁

護
士
の
先
生
方
が
や
る
こ
と
か
し

ら
ネ
。
」

今
度
は
、

玉
城
の
方
に
顔
を
む
け
て
話
す
。
当
の
宮

平
は
、
言
い
訳
で
も
す

る
様
に
、

「
玉
城
先
生
の
車
は
サ
ー
、
大
き
な
ア
メ
車
だ
か
ら
ト
ラ
ン
ク
も
広
い
し
、
い

い
か
ナ
ー
ッ
て
思
っ
た
わ
サ
ー
。
」
と
笑
い
声
も
出
て
き
そ
う
な
話
し
方
で
い
う
。

そ
れ
を
う
け
て
玉
城
は
、

「ま
あ
、
と
に
か
く
バ
レ
な
い
う
ち
に
帰
れ
た
か
ら
よ
か
っ
た
け
ど
、
松
雄
も

パ
ス
く
ら
い
も
ら
え
る
様
に
少
し
は
ア
メ
リ
カ
ー
の
機
嫌
も
取
っ
て
お
け
ヨ
。
」

と
、
な
げ
や
り
に
も
聞
フ」
え
る
様
に
言
っ
た
。

そ
の
日
は
、
そ
の
後
も
何
組
か
客
が
入
っ
て
き
た
が
、
十

二
時
前
に
は
客
も

帰
り
、
ホ
ス
テ
ス
達
も
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
店
の
後
片
付
け
が
終
わ
る

と
、「お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
明

日
か
ら
は
、
お
店

の
開
け
閉
め
は
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
」

マ
マ
に
声
を
か
け
ら
れ
て
、
や
っ
と
今

日
は
終
わ
っ
た
と
い
う
実
感
が
し
た
。
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六

日
目
の
土
曜
日
。
今

日
も
店
は
忙
し
か
っ
た
。

月
曜

日
か
ら
の
六

日
間
、
今
ま

で
あ
ま
り
考
え
た
事
も
な
く
、
知
る
機
会

も
な
か
っ
た
沖
縄
の
産
業
界

・
経
済
界
の
様
子
が
少
し
は
実
感

で
き
た
様
な
感

覚

で
あ
る
。
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
重

要
？
な
方

々
が
ほ
ん
の

一

週

間

の
間
に
英
雄

の

一
方
的

で
は
あ
る
が
見

知

る
こ
と
が
で
き
た
。
何
故

、

『
礼
』
に
、
こ
れ
程
の
人
達
が
お
客
と
し
て
訪
れ
る
の
か
、
人
脈
が
人
脈
を
呼

ぶ
の
か
、
そ
れ
と
共
に
礼

子
マ
マ
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
の
事
だ
と
は
思
う
が
。

英
雄
に
と
っ
て
礼

子
は
、
こ
こ
数
年
来
、
厳
し
い
が
そ
れ
と
と
も
に
尊
敬

さ
え

感
じ
ら
れ
る
大
叔
母
と
い
う
だ
け
だ

つ
た
の
だ

け
ど
、
こ
ん
な
に
も
人
を
引
き

付
け
る
魅
力
が
あ
る
と
は
し
ら
な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
不
思
議
な
思
い
が
し

て
く
る
。

店
の
客
は
、
み
ん
な
大
変
興
味
を
引
く
人
ば
か
り
だ

。
今

日
ま
で
の
客
の
中

で
、
英
雄
の

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
大
野

一
郎
（薩
摩
の
侵
略
以
来
代

々

居
住
し
て
い
る
薩
摩
商
人
の
子
孫
．
五
年
前
に
父
親

で
あ
る
先
代
大
野
天
海
が

他
界
し
た
後
を
継
い
で
い
る
。
沖
縄
の
経
済
界
、
特
に
地
元
の
銀
行
等
の
大
株

主

で
、
主
要
産
業
に
も
多
く
の
資
本
提
供
を
し
て
い
る
が
、　
一
般
の
沖
縄
の
人

達
の
間
で
は
知
名
度
が
低
い
。
し
か
し
知
る
人
ぞ
知
る
沖
縄
経
済
界
の
重
要
人

の
出
だ
が
、
子
供
は
お
ら
ず
、
愛
人
五
人
の
間
に
八
人
も
子
供
が
あ
る
ら
し
い

と
の
事
。
ま
だ

四
十
代
で
あ
ろ
う
か
、
典
型
的
な
ボ
ン
ボ

ンヽ
の
様
子
で
、
店
で

も
取
り
巻
き
に
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
本
人
か
ら
は
イ
ヤ
ミ
な
様
子
も
感
じ
ら
れ

な
く
て
、
ボ
ン
ボ
ン
と
い
う
立
場
を
自
然
体
で
こ
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
次
が
、
　

長

浜

方
栄

（沖
縄

医
師
会
会
長
、
離
島

の
小
浜
島
出
身

で

戦
前
に
東
京
で
医
師
免
許
を
取
得
。
　

現
在
那
覇
市
与
儀
と
、
宗
元
寺
に
沖
縄

一
を
誇
る
総
合
病
院
を
経
営
。
大
柄
な
体
と
は
違

っ
て
、
静
か
な
そ
し
て
、
ま

わ
り
に
対
し
て
気
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
人
、
ナ
オ
ミ
さ
ん
が
お
気
に
入
り
）。

こ
の
二
人
に
は
何
か
通
じ
る
様
な
も
の
を
感
じ
る
し
、
い
つ
か
大
き
な
力
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

予
感
が
す
る
。

し
か
し
、　
一
人
だ
け
、
別
の
意
味
で
興
味
を
引
く
お
客
が
い
る
。
那
覇
総
合

事
務
局
（名
称
だ

け
で
は
分
か
り
づ
ら
い
が
、
米

軍
占
領
下
の
琉
球
に
お
け
る

日
本
政
府

の
出
先
機

関
）の
職

員
だ
と
い
う
鈴
木
と
い
う
方

で
、
ほ
ぼ

一
日
お

き
に
来
て
く
れ
る
の
だ
け
ど
、
い
つ
も

一
人
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
、
ジ
ヨ

一赤
（ス

コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
）の
水
割

り
を
飲
ん
で

一
時

間
ほ
ど

で
帰

っ
て
い
く
。
笑
顔

で
、
英
雄
に
も
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
だ
が
、
眼
に
は
す
る
ど
い
も
の
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（つ
づ
く
ヽ

物
）。
少
し
お
し
や
べ
り
な
エ
リ
コ
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
は
、
妻
は
沖
縄
の
名
家

【
十
頁
か
ら
の
続
き
】

主
性

と
利

益

に
敵

対

す

る
も

の
ば

か
り

で
す
。

一
体

誰

が
朝
鮮

半
島

分

断

と

い
う
局

面

を
作

り
上
げ

、
南

北

双
方

に
よ

っ
て

可

能

で
あ

つ
た

は
ず

の
統

一
過

程

を
破

壊
し
、
対
立
局
面
を
作
り
上
げ
た
後

に
、

自

己

の
戦

略

上

の
利

益

を

求

め

た

の

か
？朝
鮮
戦
争
の
原
因
を
問
い
つ
め
る
際
、

こ
う
し
た
問
題
は
誰
が
口
火
を
切
っ
た

の
か
と
い
う
問
題
よ
り
は
る
か
に
重
要

な
問
題
で
す
。

【
七
頁
か
ら
の
続
き
】

果
的

に
民
衆

が
勝

ち
取

る
民
主

化

で
は

な

く
、

国
会

議
員

の
目
線

か

ら
民
衆

に

与
え
る
民
主
化

に
す
ぎ

な
か

っ
た
。

ま

た
、

人
生

の
半

分

を
在

野

と
無
縁

の
生

活

に
費

や
し

た

ノ

・
ム
ヒ

ョ
ン
氏

に
と

っ
て
、

「在

野
」

と
し

て
活
動
す

る

に
は
時

間

が
足

り
な

か

っ
た
。
韓

国

と

朝

鮮

民

主

主
義

人

民

共
和

国

と

の
停

戦

状

態

が

一
人

の
ブ

ル

ジ

ョ
ア
弁

護

士

を

在

野

の

「
ア

ス

フ

ア
ル
ト
弁

護

士
」

に

転

換

さ

せ
、　
一
生

を
中

途

半

端

に
翻

弄

し
続
け

て
き
た
と

い
え

る
。

国
家

保

安

法

が
な

け
れ
ば

、
弁

護

士

ソ
ン

・
オ

ソ
ク
は
今

も
、

釜
山

の
海

で

そ
し

て

日
本

の
琵

琶

湖

で

ヨ

ッ
ト

を
楽

し
ん
で

い
る
か
も
知
れ
な
か

っ
た
。
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い
ま
面
白
い
市
民
運
動
の
情
報
誌

●
平
和
新
聞
愛̈
知
版

（第
二
〓
壬
二
号
　
一
一〇

一
七

・
四
・

五
　
編
集
＝
愛
知
県
平
和
委
員
会
）

○
非
核

・
平
和
の
名
古
屋
市
政
を
実
現

め
ざ
す

「平
和
政
策
」
／
第

一
項
＝
憲

法
の
平
和
原
則
と

「戦
争
を
永
遠
に
放

棄
し
」
「平
和
確
立
の
た
め
に
努
力
す
る
」

と
し
た
名
古
屋
市
平
和
都
市
宣
言

（
一

九
六
三
。
九

・
十
八
）
に
基
づ
き
、
恒

久
平
和
の
確
立
に
努
力
し
ま
す
。
第
十

一
項
＝
日
本
軍

「慰
安
婦
」
問
題
、
強

制
連
行

・
強
制
労
働
問
題
解
決
の
た
め

の
立
法
化
を
国
に
強
力
に
働
き
か
け
ま

す
。
な
ど
十

一
項
目

○
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
愛
知
訴
訟

控
訴
審
始
ま
る
／

「要
医
療
性
」
の
一

点
で
争
う
　
　
　
　
　
　
　
・

○
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行
反
対

署
名
追
加
提
出
／
二
月
十
六
日
、
愛
知

県
航
空
対
策
課
に

ほ
か

●
戦
争
と
平
和
の
資
料
館
ピ
ー
ス
あ
い

ち
ニ
ュ
ー
ス

（第

二
十
五
号

二
〇

一
七
年

四
月

一
日
）

【発

行

＝
ピ

ー

ス
あ

い
ち

（名

古

屋
市

名
東

区
よ
も
ぎ

台

二
の
八

二
〇
と

○

「
ピ

ー

ス
あ

い
ち
」

が
十

周
年

を
迎

え
ま
す

―
…
館
長

・
野
間
美
喜
子

〇

二
〇

一
六

年

度

語

り
手

の
会

の
活

動

。
来

館

団
体

の
状

況
／

遠
方

か

ら

の
来

館
者

が
増
加

○

【
資

料

館

探
訪

⑬

】

死
者

の
心
臓

の

音

が
聞

こ
え

る
サ

ラ

ス
ピ

ル

ス

（
ラ
ト

ビ

ア
）
収
容
所
跡

…

Ｎ

ほ

か

●
会
報
あ
ゆ
ち

（第
二
〇
〇
号
＝
二
〇
一
七
・
四
。
一

発
行
＝
愛
高
教
退
職
者
の
会
／
名
古
屋

市
中
区
新
栄
）

○

【
「あ
ゆ
ち
」

三
〇
〇
号
記
念
】

▽
会

報
第

一
号
は

一
九

八
九
年
、

「あ

ゆ
ち
」

は

一
九

九

八
年

に
発
行

…
福

永

孝
雄

▽

「あ

ゆ
ち
」

を
編
集

し
て
…
宮

島

正
和

▽
長
谷
勝
市
さ
ん
に
聞
く

○
老

い
を
生

き

る
②

荒
廃

し

た
中

学

校

を
脱
出
し
た
い
…
宮
崎
雄
介

○

安
倍

壊

憲

阻
止

を
め
ざ

し

て
③

／

憲

法

よ

り

も
地

位

協

定
優

先

／
沖

縄

は
怒

り
に
燃
え
て
い
る
…
仲
泊
正

一

ほ

か

●
愛
労
連

（第
二
八
五
号
＝
二
〇
一
七
・
四
　
発
行

＝
愛
知
県
労
働
組
合
総
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